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Abstract. 

The PIRT process was developed as a part of the systematic and documented means of demonstrating the 

validation of best estimate simulation codes in USNRC licensing of nuclear power plants. In this paper the 

PIRT process was applied for finding influential factors giving an impact on the accuracy of ultrasonic testing 

and eddy current testing and related problems required to improve the accuracy and also reports the results that 

the problems were ranked from the viewpoint of importance, knowledge and confidence. This paper reports the 

detailed results of consideration. 
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１．緒言 

原子力発電所のような大規模複雑プラントシステム

では多くの系統、機器から成っており、疲労割れが発生

する可能性のある部位は広範囲に分散して存在する。ま

た、疲労割れには高サイクル疲労、低サイクル疲労及び

その組み合わせがあり、その形態は一様ではない。この

ようなシステムにおいてシステム安全の観点から効率的

効果的に疲労割れを管理する上で非破壊検査が果たす役

割は大きい。なぜなら、その時点における機器の健全性

を確認できるだけでなく、非破壊検査技術によって正確

に把握された状態のデータを用いて疲労割れ評価技術で

割れの発生･進展を正確に予測できれば、その後の管理を

格段に効率的効果的に管理できるからである。 

非破壊検査技術は常に検査精度向上に向けて研究あ

るいは技術開発されているが、検査精度向上のための課

題や研究テーマを客観的で体系的に抽出する方法は見当

たらない。そこで本研究ではできるだけ客観的で体系的

な方法を用いて検査精度に影響する因子を抽出し、検査

精度向上のために必要な重要課題を抽出することとした。 

２．適用方法 

米国NRCは原子力発電所の許認可手続きにおいて最 

 

 

適評価コードの使用に際し、その妥当性を評価する方法

として「解析コードのスケーリング、適用及び不確実性

に関する評価手法（CSAU評価手法） [1] 」を持っている。

この手法の一部として現象の同定/ランキング表（PIRT）

があるが、これは、リソースが限られた中でCSAU検討

をやり遂げるための、体系的かつ検討のプロセスと結果

が書類として残される手段として開発されたものである。

主要な安全基準への影響やそれらの中で最も重要なこと

に焦点を絞って、現象やプロセスが PIRT の中でランク

付けされる。 

本検討は、PIRT検討の先例[2],[3] を参考にして考案され

た研究課題抽出手法 [4], [5] を用いて超音波探傷検査技術及

び渦電流探傷検査技術の検査精度に影響を与える因子と

その影響因子の観点から検査精度を向上させるために必

要な重要課題を抽出した。検討手順をFig.1に示す。 

３．検討結果 

検討の結果、超音波探傷検査及び渦電流探傷検査の検

査精度に影響を与える因子が抽出され、その影響因子に

関連して検査精度向上に必要な重要課題が抽出された。

以下に抽出された重要課題を示す。 

(1) 超音波探傷検査技術に関する重要課題 

① 特殊励振方式の影響 

② き裂２次元形状 
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③  き裂性状（き裂面およびき裂先端部近傍の凹凸・

ファセット寸法・分岐） 

④ き裂内物質の状態（腐食生成物の有無，疎密） 

⑤ き裂の閉口状態（密着性）とその分布 

⑥ 受信回路のフィルター機能・特性 

⑦ 被検体表面の凹凸および表面粗さ 

⑧ 被検体材質の超音波特性（音速・減衰・拡散特性） 

⑨ 超音波の直進性(被検体内の均質性･異方性）の影響 

(2) 渦電流探傷検査技術に関する重要課題 

① 励磁周波数の数（複数周波数励磁） 

② 励磁コイル配置（対向/垂直） 

③ 溶接の有無 

④ き裂内物質の状態（腐食生成物の有無，疎密） 

⑤ 磁場検出成分 

⑥ 励磁コイルリフトオフ 

⑦ 周波数（単一周波数励磁） 

⑧ 検出方式（単一方式/標準比較方式） 

⑨ き裂3次元性状（き裂面の3次元形状，ファセット

寸法・分岐） 

４．まとめ 

利用可能な資源が限定されている今日の研究開発環

境において客観性の高い方法で適切な研究課題を設定で

きるようにすることは極めて重要である。このため、本

研究では客観性が高いと考えられる PIRT 手法を用いて

超音波探傷検査技術及び渦電流探傷検査技術の検査精度

向上に必要な重要課題を抽出した。 
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ｽﾃｯﾌﾟ1 

問題を明確にする。 

ｽﾃｯﾌﾟ3 

被検体の条件を明確にする。 

ｽﾃｯﾌﾟ2 

目的を明確にする。 

ｽﾃｯﾌﾟ6 
入手できる全ての試験デ
ータ、解析データを収集、

レビューする。 

ｽﾃｯﾌﾟ5 

着目変数を明確にする。 

(Figure of merit） 

ｽﾃｯﾌﾟ7 

想定される現象を明確に

する。 

ｽﾃｯﾌﾟ9 
影響因子或いは現象に関連
して抽出された課題の知識レ

ベルを評価する。 

ｽﾃｯﾌﾟ4 
発生する現象シナリオを明確

にする。 

ｽﾃｯﾌﾟ8 
影響因子或いは現象に関
連して抽出された課題の
重要度を評価する。 

 

ｽﾃｯﾌﾟ10 
重要度と知識レベルの評価
に対する確信度を評価する。 

ｽﾃｯﾌﾟ11 

PIRT表を完成させる。 

Fig.1 PIRT process for identifying important research problems to be 

solved to improve an accuracy of UT and ECT 

 


